
森林環境教育の取り組み どんな効果がみられるの？？

豊かな人間性を育む環境が下川町にはそろっています

下川町には子どもたちが遊べる豊かな自然環境があります。豊かな自然へ出かけて遊ぶことで、園舎の中にいては経験
できない、本物の植物や動物、自然の手触りやにおいを感じ、学ぶことができます。また、学校教育の中でも継続的に
学習を深めていくため、幼児から高校まで成長段階に合わせて目的※を設定し、１５年一貫で授業の中で森林環境教育
に取り組んでいます。

ドイツには多種多様な「森の幼稚園」が約
４５０か所あります。ドイツの小学１年生
の中から、とりわけ自然の中で遊びをしな
い普通の幼稚園卒と「森の幼稚園」卒の３
４４人を選び、小学校の担任教諭にアン
ケートを行うと、「森の幼稚園」卒の児童
の方が多くの面で優れているというような
結果が出ました。　　　下記は結果の一部です

ペーター・ヘフナー
「ドイツの森林・森の幼稚園」（公人社）より抜粋

・自主性や辛抱強さ、落ち着きがある

・コミュニケーション能力が高い

・意見を述べたり、授業へ参加する姿勢
　が多くみられる

・芸術についての技能が優れている

※森林環境教育の先進諸国である北欧発祥の「LEAF」プログラムに基づいて実施しています。人間が持続可能な生活を送る上で、　
　森林が重要な役割を担っていることを子供たちに知ってもらい、学んでもらうことをビジョンに掲げています。

認定こども園 小学校 中学校 高　校

野外で
楽しく遊ぶ

自然を体感
して気づく

環境のしくみを
理解する

人間と自然の相互
作用を理解する

環境問題に自分なり
の判断を下す

未来に対して
責任を持つ

白樺の樹液って
　ちょっと甘いんだよ！

すごく寒い日の雪は、
　キラキラ光るんだよ！

今日植えたヤチダモが大木になるのは
　私がおばあさんになる頃なんだって！

フキの葉っぱを、カサにしたよ！

尻すべりで、何回転もして
　　雪だらけになっちゃった！

落ち葉で焼き芋、おいしかったよ！

木登りってすごく楽しんだね！

森の恵みが子育て支援に

０歳から中学生までのお子さんの
医療費も各種予防接種も無料。

事件・事故はほとんどなく
子育てには抜群の環境。

放課後児童室 ( 小学生～ ) を無料で
利用できるから、フルタイムの仕事でも安心。

小学校と中学校の給食費が２０％補助。

不妊治療自己負担分を
町が補助してくれる。

小学３年生～中学生を対象に
週２回程度学習会を無料で実施。

１歳頃～小学６年生まで総合福祉センターで
歯の相談・フッ素塗布が無料で受けられる。

下川商業高校に入学する際は
入学準備金１２万円を助成。

認定こども園は待機児童がゼロ。
完全給食だから朝のお弁当作りもナシ。
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下川町は子育てを全力で応援してくれる町！

２歳未満の子ども一人につき月額３０００円分の商品券を支給。
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認定こども園の保育料は
国の基準額の６０％ＯＦＦ。
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　 このマークがついている支援は、
公共施設全体の熱需要の６割を森林
バイオマスで賄い、燃料コスト削減
に繋がった財源を活用しいる支援です。
森林に囲まれる町だからこそのでき
る、森を生かした持続可能な支援です。

下川小学校・下川中学校
下川町には町立の小学校・中学校が１校ずつあ
り、１学年２５名程度の児童生徒が在籍してい
ます。少人数なので、児童生徒一人ひとりに対
して細かくわかりやすく教えることができるた
め、とても良い学習環境です。
小学校では「冬を楽しむ集い」があり、縦割り
班でのゲーム集会を満喫したあと、特産品の手
延べうどんを使ったＰＴＡによる “ふるさとふ
るまいうどん” を楽しみます。
中学校では、下川の木材を利用し木炭作りをす
る「炭焼き集会」があり、その後完成した炭を
使い焼肉などを楽しむ「会食集会」があります。

認定こども園「こどものもり」
町営の幼保一元化施設で、１歳～就学前の
お子さんを対象に、保護者の就業状況に
よって短時間保育でも長時間保育でも受け
入れが可能です。また、入所前のお子さん
も、子育て支援室や一時預かりが利用でき
ます。
森林環境教育 (裏面) や食育にも力を入れて
いて、豊かな人間性を養うことができます。

地元産食材でピザづくり

　利用法のない質の
低い木材をチップに
してバイオマスボイ
ラーの燃料に使用し
ています

新緑の森で木登り

町内の農家田植え体験

雪の丘の尻すべりに出発
葛西紀明選手や伊藤有希選手を輩出したスキージャンプのまち、下川町
市街地には町営のスキー場があり、小さいものも含め４つものジャンプ台
が用意されています。
そこでは、下川ジャンプ少年団（幼児～中学生）が日々を練習に汗を流し
ています。全日本のコーチが２名在籍し、トップクラスの指導を受けられ
ることから、下川中学校スキー部・下川商業高校スキー部には各地からジャ
ンプの為に集まった生徒たちが、寮生活を送りながら技術を磨いています。

下川商業高等学校
道立の商業学校で、就職
や進学に有利な資格を多
数取得でき、８年連続進
路決定率１００％を達成
しています。また、町の
特産品や町内でとれる山
菜を札幌で販売する「販
売実習会（３年生行事）」
や、町のイベントに積極
的に参加するなど、下川
町ならではの地域に密着
した活動が魅力です。


